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登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

人
気
１
位
は「
富
士
山
」ＪＴＢ
調　査

国内個人が堅調で増収増益
ＪＴＢ　年度グループ連結決算

売
上
高
は
過
去
最
高
に

法
人
、訪
日
旅
行
も
け
ん
引

み
ん
な
で
ダ
イ
ビ
ン
グ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク

「
Ｉ
Ｔ
で
変
わ
る
旅
行
」

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
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細
野
社
長

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
、
首
都
圏

地
区
の
法
人
事
業
を
扱
う
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
、
ジ
ェ
イ
テ
ィ

ー
ビ
ー
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
４
社

が
一
つ
に
な
り
、
４
月
１
日

に
発
足
し
た
新
会
社
だ
。
企

業
や
官
公
庁
な
ど
に
適
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
。

　
国
際
会
議
・
学
会
や
企
業

か
ら
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
・
ビ

ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
関
す
る
企
画
・
運
営
や
、

販
促
な
ど
の
各
種
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
Ｓ
Ｐ
、
Ｐ
Ｒ
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
、
人
財
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
か
ら
資
格
試
験
や
研

修
の
企
画
・
運
営
一
括
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
。
多
様
な

分
野
で
の
展
示
会
主
催
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
も
提
供
す
る
。

　
細
野
顕
宏
社
長
は
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
内
の
連
携
は
も

と
よ
り
、
幅
広
い
分
野
の
皆

さ
ま
と
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
発
想
で
積
極
的

に
協
業
を
模
索
し
、
経
営
の

理
念
で
あ
る
『
お
客
さ
ま
の

想
い
の
先
を
実
現
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造

し
、
世
界
の
人
と
社
会
の
躍

動
す
る
未
来
を
と
も
に
拓
き

ま
す
。』の
実
現
を
目
指
す
」

と
意
気
込
む
。

決
算
発
表
を
す
る

橋
社
長
（
右
）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
５
月

日
に
発
表
し
た
２
０
１
５
年
度
（


年
４
月
～

年
３
月
）
の
グ
ル
ー
プ
連
結
決
算
は
、
売
上

高
が
前
期
比
１
・
５
％
増
の
１
兆
３
４
３
７
億
１
４
０
０

万
円
と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
北
陸
新
幹
線
の
開

業
、
９
月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
効
果
な
ど
に
よ
り
国
内

個
人
旅
行
が
順
調
。
活
発
な
法
人
旅
行
需
要
や
訪
日
旅
行

需
要
も
取
り
込
ん
だ
。
営
業
利
益
は
同

・
１
％
増
の
１

６
１
億
４
７
０
０
万
円
、
経
常
利
益
は
同

・
６
％
増
の

２
２
３
億
５
３
０
０
万
円
で
、
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
は

５
月

日
、
企
画
商
品
「
サ

ン
＆
サ
ン
」
で
「
み
ん
な
で

癒
し
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
を
発

売
し
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
目

的
と
す
る
人
も
観
光
を
目
的

と
す
る
人
も
み
ん
な
で
一
緒

に
楽
し
め
る
商
品
で
、
人
気

の
沖
縄
本
島
、
石
垣
島
、
伊

豆
、
小
田
原
の
ほ
か
、
今
回

か
ら
富
山
湾
や
奄
美
大
島
も

設
定
地
域
に
加
え
た
。

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
認
定
証
「
Ｃ

カ
ー
ド
」
を
こ
れ
か
ら
取
得

し
た
い
人
向
け
の
「
Ｃ
カ
ー

ド
取
得
プ
ラ
ン
」
、
取
得
者

向
け
の
「
フ
ァ
ン
ダ
イ
ビ
ン

グ
プ
ラ
ン
」
、
取
得
前
に
一

度
体
験
し
て
か
ら
始
め
た
い

人
向
け
の
「
体
験
ダ
イ
ビ
ン

グ
プ
ラ
ン
」
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
し
な
い
人
も
同
行
で
き
る

「
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
」
の
四
つ

の
プ
ラ
ン
を
設
定
。
ダ
イ
ビ

ン
グ
経
験
や
目
的
が
異
な
る

人
が
一
緒
に
旅
行
を
楽
し
め

る
。

　
全
コ
ー
ス
に
、
器
材
の
輸

送
や
レ
ン
タ
ル
代
の
心
配
が

な
い
フ
ル
セ
ッ
ト
器
材
レ
ン

タ
ル
を
付
け
た
。
一
部
の
コ

ー
ス
で
は
グ
ル
ー
プ
で
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

プ
ラ
ン
も
設
定
し
た
。

　
前
期
に
サ
ン
ル
ー
ト
の
売

却
に
よ
る
特
別
利
益
を
計
上

し
た
影
響
で
当
期
純
利
益
は


・
７
％
減
の
１
２
５
億
７

９
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
連
結
対
象
会
社
数
は
国
内


社
、
海
外

社
で
、
持
分

法
適
用
会
社

社
を
含
め
て

１
７
１
社
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

橋
広
行
社
長

は
「
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を

発
揮
し
た
結
果
、
海
外
旅
行

の
減
収
は
あ
っ
た
が
、
最
終

的
に
は
過
去
最
高
の
売
上
高

と
、
増
収
増
益
を
達
成
で
き

た
」
と
評
価
す
る
。

　
国
内
旅
行
の
売
上
高
は
５

・
０
％
増
の
６
０
４
６
億
５

１
０
０
万
円
。
特
に
商
品
改

革
を
進
め
て
き
た
主
力
商
品

の
個
人
・
グ
ル
ー
プ
向
け
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
エ
ー
ス

Ｊ
Ｔ
Ｂ
」
の
取
扱
額
と
基
幹

の
宿
泊
販
売
額
が
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。

　
エ
ー
ス
は
、
早
期
申
込
み

促
進
や
宿
泊
施
設
の
価
値
明

示
を
強
化
し
た
商
品
、
「
旅

の
過
ご
し
方
提
案
」
な
ど
の

着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
込

ん
だ
商
品
の
販
売
が
好
調
だ

っ
た
。
方
面
別
で
は
、
北
陸

新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
北
陸

方
面
が
好
調
に
推
移
。
地
域

活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
日

本
の
旬
　
北
陸
」
で
は
国
内

外
か
ら
の
誘
客
に
努
め
、
特

に
首
都
圏
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
冬

の
味
覚
「
か
に
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
冬
場
の
新
た
な
需
要

発
掘
に
つ
な
が
っ
た
。

　
前
期
か
ら
実
施
し
て
い
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ

・
ジ
ャ
パ
ン
で
開
園

分
前

に
入
場
で
き
る
「
ア
ー
リ
ー

・
パ
ー
ク
イ
ン
」
や
「
エ
リ

ア
入
場
確
約
」
、
沖
縄
の
主

要
ホ
テ
ル
に
設
置
し
た
グ
ル

ー
プ
客
専
用
「
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ

Ｂ
ラ
ウ
ン
ジ
」
な
ど
の
展
開

も
定
着
し
た
。

　
法
人
営
業
は
、
企
業
の
好

業
績
に
よ
り
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要

に
加
え
、
職
場
旅
行
な
ど
の

観
光
性
需
要
が
旺
盛
で
、
好

調
に
推
移
し
た
。

　
地
域
交
流
事
業
は
、
観
光

立
国
、
地
方
創
生
の
国
策
と

連
動
し
て
着
実
に
成
長
し
、

ふ
る
さ
と
旅
行
券
や
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
な
ど
の
地
域
活

性
に
資
す
る
事
業
を
多
く
の

自
治
体
か
ら
受
注
し
た
。

　
海
外
旅
行
の
売
上
高
は
９

・
０
％
減
の
４
８
０
４
億
１

４
０
０
万
円
。
円
安
や
国
際

情
勢
不
安
の
影
響
に
よ
り
、

主
力
の
個
人
企
画
商
品
「
ル

ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」
や
法
人
営
業

が
苦
戦
し
た
。

　
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、

特
に
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
を
強
化
し

た
こ
と
が
奏
功
し
、
売
上
高

は

・
６
％
増
の
６
６
８
億

円
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向

け
ツ
ア
ー
・
宿
泊
予
約
サ
イ

ト「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

の
予
約
は
人
員
ベ
ー
ス
で


・
６
％
増
、
着
地
型
商
品

「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ

パ
ン
」
も
同
１
９
２
・
０
％

増
と
大
き
く
伸
び
た
。

　

年
度
は
、
売
上
高
が
２

・
７
％
増
の
１
兆
３
８
０
０

億
円
、
営
業
利
益
が

・
９

％
増
の
２
０
０
億
円
、
経
常

利
益
が
１
・
６
％
減
の
２
２

０
億
円
、
当
期
純
利
益
が


・
１
％
減
の
１
０
８
億
円
と

な
る
見
通
し
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

は
、
大
日
本
印
刷
と
Ｄ
Ｎ
Ｐ

デ
ジ
タ
ル
コ
ム
と
共
同
で
、

「
Ｉ
Ｔ
の
進
化
に
伴
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
旅
行
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
」
を

テ
ー
マ
に
ア
イ
デ
ア
を
募

集
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
を
９
月

日
に
開
催

す
る
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
名
は
「
Ｉ
Ｔ

を
使
っ
て
未
来
の
旅
行
を
変

え
る
『
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
×
Ｉ

Ｔ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
』」。

集
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
審
査
員
が
評

価
し
、
審
査
を
通
過
し
た
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
応
募
者
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
。
募
集
期
間
は
６
月
１
日

か
ら
７
月

日
ま
で
。

　
大
賞
に
は

万
円
分
の
旅

行
券
を
贈
る
ほ
か
、
優
れ
た

ア
イ
デ
ア
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ

リ
ッ
シ
ン
グ
や
Ｄ
Ｎ
Ｐ
が
事

業
化
を
検
討
す
る
。

　
今
年
は
８
月

日
が
国
民

の
祝
日「
山
の
日
」と
な
る
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、「
登
山
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。

　
過
去
５
年
以
内
に
登
山
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど

う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
あ
る
」
の
回
答
は

％
。

２
０
１
４
年
８
月
実
施
の
結

果
と
比
較
す
る
と
、「
あ
る
」

は
前
回
よ
り
４
㌽
増
加
し
た
。

　
「
あ
る
」
の
男
女
比
率
は

男
性

％
、
女
性

％
。
年

代
別
で
は
、
男
性
が

代
、

女
性
は

代
が
中
心
で
男
女

と
も
に

・

代
が
前
回
よ

り
も
伸
び
た
。
女
性
は

代

で
伸
び
を
み
せ
た
の
も
特
徴

的
で
、
女
性
の
方
が
若
い
年

代
か
ら
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む

傾
向
が
引
き
続
き
あ
る
よ
う

だ
。

　
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
目
的
に

つ
い
て
は
、
１
位
が
「
景
色

を
楽
し
む
」

・
０
％
、
２

位
が
「
草
木
な
ど
の
自
然
を

楽
し
む
」

・
０
％
。
３
位

は
健
康
志
向
の
高
ま
り
も
あ

り
、
「
健
康
維
持
・
増
進
」


・
１
％
と
な
っ
た
。
理
由

と
し
て
は
、
「
植
物
や
景
色

を
見
る
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
」
「
非
日
常
の
中

で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

る
」「
新
鮮
な
空
気
に
触
れ
、

体
を
動
か
す
こ
と
で
健
康
の

維
持
・
管
理
に
つ
な
が
る
」

と
、
大
自
然
の
中
で
気
分
転

換
を
図
り
、
体
を
動
か
す
機

会
と
す
る
人
が
多
い
。

　
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

場
所
は
、
１
位
・
富
士
山
、

２
位
・
高
尾
山
、
３
位
・
尾

瀬
と
い
う
結
果
。
富
士
山
を

選
ん
だ
の
は
「
世
界
遺
産
だ

か
ら
」
「
日
本
一
だ
か
ら
」

「
ご
来
光
を
見
た
い
」
と
い

う
理
由
か
ら
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
お

勧
め
し
た
い
登
山
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
場

所
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
今
後
行
き
た
い
と
思

う
場
所
と
ほ
ぼ
同
様
の
方
面

と
な
っ
た
。
自
分
が
行
き
た

い
場
所
は
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
へ
も
訪
ね
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
富
士

山
は「
日
本
の
象
徴
だ
か
ら
」

「
世
界
遺
産
だ
か
ら
」
と
い

う
理
由
が
挙
が
っ
た
。


